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４項目 ４項目 18項目 全部で36項目
昭和43年改訂
学習指導要領
20項目 ６項目 ６項目 全部で32項目
けていることである。これらの具体的顕現を
見てみる。昭和33年の「小学校学習指導要領　
道徳」の「第２　内容」の（６）「時間をた
いせつにし、きまりのある生活をする。」と
いう道徳的価値をめぐっては、「かっこ書き」
に
低学年においては、決められた時刻を守
ることを指導の中心とし、中学年・高学
年においては、さらに時間の有効な使い
 　それぞれの位置付けを見てみる。まず、
前者の昭和33年の「小学校学習指導要領　道
徳」においては、26の項目（道徳的価値）を
学年段階に応じて指導することが望ましいと
考えられる「内容の重点」であると位置付け
ていることである。一方、後者の昭和43年改
訂の「小学校学習指導要領　道徳」において
は、32の項目（道徳的価値）を学年段階に応
ずる望ましい「おもな内容」であると位置付
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加えられた如く、道徳の一層の充実が図られ
た。
●考察
　道徳教育の目標を「道徳性を養うこと」と
しているが、学習指導要領ではその道徳性は、
「道徳的判断力、道徳的心情、道徳的態度及び
実践的意欲などの様相をもつものである」（15）
（このことは、昭和43年改訂「学習指導要領　
道徳」においても同様）とし、そしてその三
者を「道徳的実践力」という言葉で纏めてい
る。
　次に、内容の項目（道徳的価値）であるが、
これをめぐっては従来の32項目を一部整理統
合して28項目に再構成し、自然愛護や郷土愛
などの内容を明示して一層の充実を図ってい
る（16）。
Ⅲ　道徳性をめぐって
　道徳性は、人間存在の根元に関わり、全人
格的なものであり、それは一般的には道徳的
判断力、道徳的心情、道徳的態度、道徳的実
践意欲より成り立つものであると言及されて
いる。以下、それぞれの様相について触れる
ことにする。
₁　道徳的判断力
　道徳的判断力は、道徳的知性に照らして顕
になるものであり、それぞれの場面において
如何なる考え方や行動をとることが善であり、
悪であるかを判断することができる能力のこ
とである。それは、道徳的生活を営むための
最も基本的条件となるものである。我々人間
は、普段の生活において判断を必要とする場
面に遭遇することが極めて多い。斯様な場面
において人間として如何に望ましい行動をと
るかが求められるか、その際的確な道徳的判
方や時間を決めて決まりのある生活をす
ることなどを加えて内容をすることが望
ましい（12）。
とあり、そして昭和43年改訂の「小学校学習
指導要領　道徳」の「第２　内容」の（５）「時
間をたいせつにし、きまりのある生活をする
ことをする。」という道徳的価値をめぐって、
「かっこ書き」に
低学年においては、決められた時刻を守
ることを、中学年においては、さらに、
時間をじょうずに使うことを加え、高学
年においては、時間の意義を知って、決
まりのある生活をすることを、おもな内
容とすることが望ましい（13）。
とある。いずれも末尾の表現を「･････する
ことが望ましい。」とし、これは望ましい内
容の例示として受け止める性質のものであろ
う。この内容は、低学年・中学年・高学年と
児童の発達段階を考慮して設定されたもので
ある故、指導計画の作成に当たってはこれら
を十分に考慮し、発展的な指導がなされるよ
うに配慮することが肝要である（14）。
　ここで、少し補足をしておく。それは、昭
和33年の「小学校学習指導要領　道徳」にお
ける36項の内容（道徳的価値）の区分の仕方
である。ここでは四者の柱、つまり「日常生
活の基本的行動様式」「道徳的心情・判断」「個
性の伸張・創造的な生活態度」「国家・社会
の成員としての道徳的態度と実践的態度」等
に分類しているのである。これをめぐっては、
いくつかの問題が指摘されたのである。
₂　第二期をめぐって
　昭和52年改訂の『小学校学習指導要領　道
徳編』では、従来の基本的立場を踏襲し、目
標に「道徳的実践力を育成」といったことが
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うぶん養われるように指導すべきである（18）と
し、そして善を志向する雰囲気を作り出すよ
う配慮することが重要であるとする。
　その具体的方途としては、まず主題やねら
いを心情の育成を主眼において明確化し、読
み物資料や視聴覚教材等の適切なものを選定
し、そして指導の過程において発問を十分工
夫（例えば、「････主人公の気持ちは」「････
主人公はどのような気持ちから」等）するこ
とである（19）。
₃　道徳的態度及び道徳的実践意欲
　道徳的態度および道徳的実践意欲は、道徳
的判断、道徳的心情によって価値ありとされ
た行動をとろうとする傾向を意味する（20）。換
言すれば、これは「善」や「正しさ」を取り、
「悪」や「不正」を避けようとする人格の持
続的傾向であり、実践的行動への身構えとも
いえる。道徳的判断力や道徳的心情だけでは、
必ずしも道徳的行為に結び付かない場合が存
在するが、これらを連結する役割を果たすの
が道徳的態度や道徳的実践意欲である。その
具体的方途としては、読み物資料や視聴覚教
材等において主人公の生き方を見習ったり、
生き方に触発させたり、主人公の生き方につ
いて批判したり（21）等の活動を組織し、そこで
実践的行動への方向付けをすることである。
●昭和33年の「小学校学習指導要領　道徳」、
そして昭和43年改訂「小学校学習指導要領　
道徳」、更には昭和52年改訂「小学校学習指
導要領　道徳」等の三者における道徳性の要
素である道徳的判断力、道徳的心情、道徳的
態度、道徳的実践意欲等についての様相を
探ってきた。これらのことを念頭に置いて、
今回改訂された「小学校学習指導要領　道徳」
の目標に目を転じてみると、そこではいずれ
断力を有することによってそれが可能となる。
翻ってみれば、道徳的判断力が確立していれ
ば、それぞれの場面に適合した融通性のある
道徳的行動が可能となるのである。
　以上のことに鑑み、昭和43年改訂の『小学
校学習指導要領　道徳編』における「道徳の
時間」の取扱いに目を転じてみると、そこで
は児童の発達に応じて、できるだけ児童の理
解に訴え、判断を伴った行動がとれるように
指導すべきである（17）とする。それに当たって
は、読み物資料や視聴覚教材等を活用して、
資料等に登場する主人公の生き方や行動選択
のあり様等について自分自身の在り方との関
わりで基本的人間関係の構築のために道徳的
思考を深めさせたり、判断させたりして個々
の自覚を深めさせることが重要である。
₂　道徳的心情
　道徳的心情は、道徳的価値の存在を望まし
いものと感じ取り、「善」や「正しい」ことを
喜び、「悪」や「不正」を避けたり、不快や怒
りを感じたりする感情のことである。この道
徳的心情は、言うまでもなく本人自身が意識
的に自己形成できるものではなく、道徳的雰
囲気に包まれた生活環境において生成される
ものである。それ故に、知的に教授されるこ
とによって身に付くようなものではないので
ある。斯様なことに鑑み、「道徳の時間」にお
いては発達段階に応じて道徳的判断に裏付け
られた道徳的心情を高めていくことが重要で
ある。
　昭和43年改訂の「小学校学習指導要領　道
徳編」における「道徳の時間」の取扱いに目を
転じてみると、そこではすぐれた文学作品や
伝記等あるいは美しく豊かな生活経験の例を
与えていくことによって、道徳的心情がじゅ
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（２） 同上書　p.71
（３） 同上書　p.80
（４） 同上書　p.81
（５） 同上書　p.82
（６） 同上書　p.82
（７） 同上書　p.83
（８） 文部省『学習指導要領　一般編（試案）』（昭
和26年改訂）明治図書　p.20
（９） 野辺忠郎『道徳教育論』葵書房　p．115
（10） 文部省『小学校指導書　道徳編』（昭和33年版）
（11） 野辺忠郎『道徳教育論』前掲書　p.116参照
（12） 文部省「小学校学習指導要領　道徳」（昭和33
年版）　pp.3-4
  　以下に「かっこ書き」の例を掲げておく。
  　・低・中・高学年段階に応じて三段階に区
  　　分してある例
 　（9）　自分の考えや希望に従ってのびのびと
行動し、それについて責任を持つ。低学
年においては、のびのびと行動すること
を指導の中心とし、中学年においては、
さらに、責任のある行動をするというこ
とを指導し、高学年においては、自由と
責任との関係をも考えさせることなどを
加えて内容とすることが望ましい。
  　・低・中学年と高学年の二段階に区分して
  　　ある例
 　（5）　ものや金銭をだいじにし、じょうずに
使う。
 　　　低学年・中学年においては、自他のも
のの区別をすること、ものや金銭をだい
じに使うこと、公共物の愛護と使い方な
どを指導し、高学年においては、さらに、
これらを関連づけたものを内容とするこ
とが望ましい。
（13） 文部省『小学校指導書　道徳編』
  　昭和４３年改記）大蔵省印刷局P.97
  　以下に「かっこ書き」の例を掲げておく。
  　・低学年と中・高学年の二段階に区分して
  　　ある例
 　（3）　身のまわりを整理・整とんし、環境を
美しく清潔にする。
もこれらの要素が掲げられている。斯様な把
握の観点より見てみると、道徳教育における
基本的な考え方は昭和33年の「小学校学習指
導要領　道徳」において構築されたと言って
も過言ではない。言わば、道徳の不易となる
基盤がこの期に構築されたのである。
Ⅳ　おわりに
　今回は、表題に示した如く特設「道徳」に
おける道徳性を探ったものである。まず、昭
和33の「小学校学習指導要領　道徳」と昭和
43年改訂の「小学校学習指導要領　道徳」と
昭和52年改訂「小学校学習指導要領　道徳」
等に視点を当て、そこにおける特設道徳の特
色を探った。その結果、三者の学習指導要領
には大筋で一致する点がいくらか明らかに
なった。次いで、特設道徳における道徳性の
様相を探った。その結果、道徳性の要素であ
る「道徳的判断力」「道徳的心情」「道徳的態
度、道徳的意欲」等かいずれかの学習指導要
領にも掲げられていることから明らかになっ
た。斯様なことより昭和33年の「小学校学習
指導要領　道徳」において既に道徳教育にお
ける基本的な考え方が構築されていることが
明確になった。
　今回は、昭和52年改訂の「小学校学習指導
要領　道徳」までの道徳の特色、そして道徳
性の様相を探った。今後は、それ以降に改訂
された学習指導要領における道徳の様相を
探っていく必要があろう。斯様な課題をめ
ぐっては、稿を改めて論じたい。
〔注〕
（１） 浪本勝年他編　『資料道徳教育を考える』北樹
出版　p.69
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　　以上の目標を達成するため、道徳の時間におい
ては、次の具体的なも目標のもとに指導を行う。
１　日常生活の基本的な行動様式を理解し、これを
身につけるように導く。
２　道徳的心情を高め、正邪善悪を判断する能力を
養うように導く。
３　個性の伸長を助け、創造的な生活態度を確立す
るように導く。
４　民主的な国家・社会の成員として必要な道徳的
態度と実践的意欲を高めるように導く。
・昭和43年改訂の『小学校指導書　道徳編』の目標
（第１　目標）
　　道徳教育は、人間尊重の精神を家庭、学校、そ
の他社会における具体的な生活のなかに生かし、
個性豊かな文化の創造と民主的な社会および国家
の発展に努め、進んで平和的な国際社会に貢献で
きる日本人を育成するため、その基盤として道徳
性を養うことを目標とする。
　　道徳の時間においては、以上の目標に基づき、
各教科および特別活動における道徳教育と密接な
関連を保ちながら、計画的、発展的な指導を通し
て、これを補充し、深化し、統合して、児童の道
徳的判断力を高め、道徳的心情を豊かにし、道徳
的態度と実践意欲の向上を図るものとする。
・昭和52年改訂の『小学校指導書　道徳編』の目標
（第１　目標）
　　道徳教育の目標は、教育基本法及び学校教育法
に定められた教育の根本精神に基づく。すなわち、
道徳教育は、人間尊重の精神を家庭、学校その他
社会における具体的な生活の中に生かし、個性豊
かな文化の創造と民主的な社会及び国家の発展に
努め、進んで平和的な国際社会に貢献できる日本
人を育成するため、その基盤としての道徳性を養
うことを目標とする。
　　道徳の時間においては、以上の目標に基づき、
各教科および特別活動における道徳教育と密接な
関連を保ちながら、計画的、発展的な指導を通し
て、これを補充し、深化し、統合して、児童の道
徳的判断力を高め、道徳的心情を豊かにし、道徳
的態度と実践意欲の向上を図るものとする。
 　　　低学年においては、自分のものや身の
まわりのものの整理・整とんができるこ
とを、中学校・高学年においては、能率
的な整理・整とんや環境の美化・清潔に
努めることを、おもな内容とすることが
望ましい。
 　・低・中学年と高学年の二段階に区分して
ある例
 　（14）　やさしい心をもって、動物や植物を
愛護する。
 　　　低学年・中学年においては、やさしい
心で動物や植物をかわいがり世話するこ
とを、高学年においては、動物や植物の
生命を尊び愛護することを、おもな内容
とすることが望ましい。
（14） 同上書　P.14参照
（15） 文部省『小学校指導書、道徳編』（昭和52年改
訂）大蔵省印刷　P.34
（16） 同上書　P.2
（17） 文部省『小学校指導書　道徳編』（昭和43年改
訂）前掲書　P.38
（18） 同上書　P.39
（19） 押谷由夫他編『道徳・特別活動』明治図書　P.67
参照
（20） 文部省『小学校指導書　道徳編』（昭和43年改
訂）前掲書　P.39
（21） 押谷由夫他編『道徳・特別活動』前掲書　P.69
参照
＜資料＞
　以下に本研究で取り上げた道徳の目標を掲げてお
く。
・　昭和33年の『小学校指導書　道徳編』の目標（第
１　目標）
　　人間尊重の精神を一貫して失わず、この精神を、
家庭・学校その他各自がその一員であるそれぞれ
の社会の具体的な生活の中に生かし、個性豊かな
文化の創造と民主的な国家および社会の発展を努
め、進んで平和的な国際社会に貢献できる日本人
を育成することを目標とする。
